
１．ふじみ野市将来構想 from 2018 to 2030 における位置づけ

２．施策指標と達成状況 ※網掛けの指標は後期重点プロジェクトに該当する指標です。

重点プロジェクト

総合戦略

令和6年度　施策評価シート

施策
体系

分　野 11　スリムで効率的な行政経営

施　策 43　経営資源（物的資源）

関　連　課

目　　標

市民のニーズや社会環境の変化に応じた経営資源の積極的な利活用を行うとともに、公共施設等の維持管理の質の向
上や最適な行政コストを見据えた公共施設マネジメントを進めます。

施策目標の実現
に向けた取組

（1）公共施設マネジメントの推進
〇人口動向や社会的ニーズなど社会環境の変化に応じた適切な公共サービスの提供と、安定した財政運営を両立させ
るために、保有する公共施設を総合的に把握し、中長期的な財政状況を踏まえた施設の適正配置を進めます。
（2）施設の安全性の確保と長寿命化の推進
〇ふじみ野市公共建築物個別施設計画に示された個々の施設を包括的に管理することによって、業務の効率化による
経費の削減や管理水準の向上、公共施設の長寿命化、ライフサイクルコストの軽減を図り、施設の安全性を高めてい
きます。
（3）未利用資産などの有効活用又は適正な処分
〇用途廃止等により未利用となった施設などについては、転用などにより有効活用に努めます。また、有効活用が見
込めないものについては、売却を行います。

主　管　課 総務部　資産管理課
評価責任者 半田　義直

評価日 令和7年6月2日
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指標
１

指標名 未利用資産（箇所）の有効活用・処分率

説明
未利用資産の有効活用を図るため、現況把握を進めた。
（算出式　処分・用途決定済10／課管理財産（活用見込みあるもの）12＝83.33%）

単位 ％

成果

年度 令和12年度

目標値 90.00 90.00 90.00 90.00 90.00 90.00 90.00

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標
２

指標名

説明

単位

実績値 83.33

令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値

実績値

年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標
３

指標名

説明

単位

令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値

実績値

年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標
４

指標名

説明

単位

令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値

実績値

年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標
５

指標名

説明

単位

令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値

実績値



３．施策への投入コスト （単位：千円）

４．評価対象年度の施策実施内容 ※網掛けの指標は後期重点プロジェクトに該当する取組です。

５．評価

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

0 0 0

人件費 136,793 0 0 0 0 0

事務事業費 508,445 0 0 0

0

収
入

特定財源 66,306 0 0 0 0 0 0

支
出

0 0

実施内容 実施実績と効果 主な事務事業

一般財源 578,932 0 0 0 0

取
組
①

建物の適正管理及
び未利用地売却等
の財産運営

市が所有する公有財産のうち建物の適正
管理及び土地の売却処分等の財産運営を
行う。

民間事業者に土地を貸し付け、自主財源
を確保するなど、継続的な利用資産の有
効活用を図ることができた。また、旧上
福岡第2給食センターの解体工事実施に向
け、設計業務を行った。

財産管理事務、庁舎管理事務

取
組
②

取
組
⑤

評価

取
組
③

取
組
④

指標の達成状況 公有財産について、建物は用途廃止となった現有施設を含めた適正管理、土地については未利用地の売却等の財産運
営を行うため、全庁的に未利用地の方向性を調整し、必要に応じて有効活用や処分の検討を行い自主財源の確保に努
めた。
公共施設の維持管理については、導入2年目の包括管理業務委託において、委託事業者による専門的な視点から点検
や修繕などを行うことができており、継続して安定的な施設管理を図るための体制づくりが構築できた。今後も、予
防保全を含め、計画的な維持管理の上、より一層の安全安心な公共施設の提供を行い、市民サービスの向上に努め
る。

おおむね順調

行政資源の活用

適切

取組の有効性

おおむね有効

施策の効果

効果が得られている


